
『通常物懸圖教授法（明治一一年）』の語彙とその性格 

① 
 

要
旨 

 

明
治
初
期
に
作
成
さ
れ
た
図
解
語
彙
集
の
う
ち
、「
通
常
物
」
と
銘
打
た

れ
た
も
の
を
三
種
比
較
す
る
。
す
な
わ
ち
『
通
常
物
図
解
便
覧
』（
明
治
九

年
）
『
通
常
物
図
解
問
答
』
（
明
治
一
〇
年
）
『
通
常
物
懸
圖
教
授
法
』
（
明

治
一
一
年
）
で
あ
る
。
異
版
は
ま
だ
存
在
す
る
と
目
さ
れ
る
が
、
当
時
の

「
通
常
物
」
の
基
本
語
彙
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
目
安
を
示
す
こ
と
が
で

き
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
同
時
期
の
類
書
分
析
の
視
点
を
考
察
す
る
こ
と

も
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
語
語
彙
・
明
治
期
語
彙
・『
通
常
物
懸
圖
教
授
法
』 

 
 
 
 

一 

は
じ
め
に 

前
稿
（
１
）
で
翻
刻
し
た
『
通
常
物
懸
圖
教
授
法
』（
明
治
一
一
年
）
の

語
彙
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
拙
稿
（
２
）
で
扱
っ
て
き
た
同
種
の
資
料
と

の
対
照
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
が
持
つ
特
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る

こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。 

 二 

資
料
の
紹
介 

ま
ず
、
書
誌
的
事
項
を
示
す
（
図
版
は
前
稿
参
照
）
。 

『
通
常
物
懸
圖
教
授
法
』（
明
治
一
一
年
一
二
月
発
行
） 

 
 

福
島
師
範
学
校
教
長
榧
木
寛
則
編
纂 

大
月
疇
四
郎
著
（
編
輯
人
） 

三
春
書
林 

川
又
氏
蔵 

 

『通
常
物
懸
圖
教
授
法
（明
治
一
一
年
）』の
語
彙
と
そ
の
性
格 

 T
h
e an

aly
sis o

f v
o
cab

u
lary

 
o
f T

S
U

JO
B
U

T
S
U

-
K

A
K

E
Z
U

-
K

Y
O

JU
H
O

(1
8
7
8
) 

 

大 

橋 

敦 

夫 

O
h
a
sh

i A
tsu

o
 



上田女子短期大学紀要第四十号 2017 

② 
 

出
版
人 

川
又
定
蔵
（
福
島
県
下
田
村
郡
三
春
町
） 

見
出
し
に
内
表
紙
。
本
文
一
七
丁
。
一
七
丁
裏
に
刊
記
。
凡
例
・
題
言

な
し
。
和
装
タ
テ
二
二
・
五
×
ヨ
コ
一
五
・
二
cm
。
濃
紺
色
表
紙
。 

懸
図
を
見
開
き
で
示
し
、
次
の
丁
の
見
開
き
で
各
語
の
解
説
を
提
示
す

る
。
懸
図
は
、
全
八
枚
。
一
図
に
収
録
す
る
語
は
、
二
五
語
。
合
計
二
〇

〇
語
を
収
録
す
る
。 

 三 

『
通
常
物
懸
圖
教
授
法
』（
明
治
一
一
年
）
の
語
彙
の

特
徴 

三
―
一 

意
味
分
野
か
ら
見
た
語
彙
の
特
徴 

全
八
図
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
作
成
さ
れ
て
い
る
か
を

見
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
構
成
と
考
え
ら
れ
る
。 

第
一
…
…
建
物
の
分
類
・
建
物
の
外
側
部
分
の
名
称
。 

第
二
…
…
室
内
で
用
い
る
調
度
品
。 

第
三
…
…
農
具
。 

第
四
…
…
織
機
・
裁
縫
・
文
房
具
・
化
粧
道
具
。 

第
五
…
…
大
工
道
具
。 

第
六
…
…
衣
装
。 

第
七
…
…
食
器
・
釣
り
道
具
等
。 

第
八
…
…
明
治
期
事
物
（
開
花
語
）
。 

本
資
料
は
、
語
釈
文
の
中
で
、「
器
財
・
工
具
・
文
具
」
等
の
定
義
を
し

て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
前
稿
ま
で
の
資
料
と
の
対
比
が
で
き
な
い
が
、「
器

財
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
、（
後
述
の
共
通
に
掲
出
さ
れ
る
語
と
の
対
照

を
通
し
て
も
）
多
い
と
言
え
る
。（
な
お
、
資
料
に
よ
っ
て
、
分
類
が
異
な

る
例
が
若
干
例
見
つ
か
る
。
た
と
え
ば
、
「
ハ
リ
（
針
）
」
。
『
通
常
物
図
解

便
覧
』
で
は
、
「
工
具
」
、
『
通
常
物
図
解
問
答
』
で
は
、
「
器
財
」
に
分
類

し
て
い
る
。
） 

 三
―
二 

同
種
の
資
料
と
の
語
彙
の
一
致
度 

続
い
て
、
前
稿
ま
で
で
扱
っ
た
二
種
の
資
料
と
の
語
彙
の
一
致
度
に
つ

い
て
見
て
み
る
。 

Ａ
『
通
常
物
図
解
便
覧
』
（
明
治
九
年
）
…
…
二
五
二
語 

Ｂ
『
通
常
物
図
解
問
答
』
（
明
治
一
〇
年
）
…
…
二
三
〇
語 

Ｃ
『
通
常
物
懸
圖
教
授
法
』
（
明
治
一
一
年
）
…
…
二
〇
〇
語 

ま
ず
、
二
資
料
間
の
対
比
で
は
、 

Ａ
∩
Ｂ
…
…
一
七
二
語 

Ａ
∩
Ｃ
…
…
六
三
語 

Ｂ
∩
Ｃ
…
…
六
六
語 

と
な
り
、
『
教
授
法
』
は
、
『
便
覧
』
・
『
問
答
』
と
の
一
致
度
が
三
分
の
一

ほ
ど
に
落
ち
る
。
そ
の
結
果
、
三
資
料
に
共
通
の
語
は
、 

Ａ
∩
Ｂ
∩
Ｃ
…
…
五
二
語 

と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
語
詞
で
あ
る
（
表
記
は
『
教
授
法
』
に
よ

る
）
。 イ

ト
グ
ル
マ
・
ウ
ス
・
カ
ギ
・
カ
サ
・
カ
マ
・
カ
ミ
ソ
リ
・
カ
ヤ
・
カ

ラ
ウ
ス
・
カ
ン
ナ
・
キ
リ
・
ク
ギ
・
ク
ギ
ヌ
キ
・
ク
シ
・
ケ
ン
ビ
キ
ヤ

ウ
・
コ
テ
・
ザ
ウ
リ
・
サ
ジ
・
ジ
ヤ
ウ
キ
セ
ン
・
シ
ヤ
ウ
ジ
・
ス
キ
・

ス
リ
バ
チ
・
セ
キ
バ
ン
・
チ
キ
ウ
ギ
・
ツ
ヅ
ラ
・
デ
ン
シ
ン
キ
・
ト
イ

シ
・
ナ
ガ
モ
チ
・
ナ
ハ
・
ノ
コ
ギ
リ
・
ノ
ミ
・
ハ
カ
リ
・
ハ
シ
ゴ
・
バ
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シ
ヤ
・
ハ
リ
・
ヒ
ノ
シ
・
ヒ
バ
チ
・
フ
ク
サ
・
フ
ス
マ
・
フ
ロ
オ
ケ
・

フ
ロ
シ
キ
・
ブ
ン
マ
ハ
シ
・
ベ
ウ
ブ
・
ボ
タ
ン
・
マ
ク
ラ
・
マ
ナ
イ
タ
・

ミ
ズ
イ
レ
・
ミ
ノ
・
モ
ノ
サ
シ
・
ヤ
ス
リ
・
ラ
ン
プ
・
ワ
サ
ビ
ヲ
ロ
シ 

日
常
生
活
で
よ
く
目
に
す
る
物
と
、
開
花
期
特
有
で
顕
著
な
物
と
言
え

る
。 

 三
―
三 

項
目
語
・
語
釈
文
の
用
語
・
ル
ビ
に
見
ら
れ
る
特
徴 

次
に
、『
教
授
法
』
の
項
目
語
・
語
釈
文
の
用
語
・
ル
ビ
に
見
ら
れ
る
特

徴
に
つ
い
て
挙
げ
て
い
く
。 

［
語
詞
］ 

① 

開
花
語
（
出
版
時
の
時
代
を
反
映
し
た
語
） 

 
 
 

◇
項
目
語 

 
 

 
 

 

瓦
斯
燈
（
ガ
ス
ト
ウ
）
・
避
雷
柱
（
カ
ミ
ナ
リ
ヨ
ケ
）
・
軽
気

毬
（
ケ
イ
キ
キ
ウ
）
・
互
更
針
（
コ
ン
パ
ス
）
・
写
真
鏡
（
シ

ヤ
シ
ン
ケ
ウ
）
・
歩
輓
車
（
ジ
ン
リ
キ
シ
ヤ
）
・
晴
雨
針
（
セ

イ
ウ
シ
ン
）
・
望
遠
鏡
（
ト
ウ
メ
ガ
ネ
）
・
避
雷
柱
（
ヒ
ラ
イ

ヨ
ケ
）・
喞
筒
（
ポ
ン
プ
）
・
洋
燈
（
ラ
ン
プ
） 

 
 
 

◇
語
釈
文
の
用
語 

 
 
 
 
 

瓦
斯
（
ガ
ス
）
・
玻
璃
（
ガ
ラ
ス
）・
挽
夫
（
ク
ル
マ
ヒ
キ
）・

水
晶
鏡
（
ス
イ
シ
ヤ
ウ
メ
ガ
ネ
）・
停
車
場
（
ス
テ
イ
シ
ヨ
ン
）

玻
璃
管
（
ビ
ー
ド
ロ
ク
ダ
）
・
馬
口
鉄
（
ブ
リ
ソ
キ
）
・
モ
ー

ル
・
洋
算
（
ヤ
ウ
ザ
ン
）
・
越
歴
（
ヱ
レ
キ
） 

② 

外
来
語 

 
 
 

◇
項
目
語 

 
 
 
 
 

襏
襫
（
カ
ツ
パ
）・
玻
璃
鏡
（
ビ
ー
ド
ロ
カ
ガ
ミ
） 

 
 
 

◇
語
釈
文
の
用
語 

 
 
 
 
 

ア
ル
ミ
ル
［
＝
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
］ 

③ 

死
語
（
現
代
生
活
で
は
役
目
を
終
え
て
い
る
語
） 

 
 
 

◇
語
釈
文
の
用
語 

 
 
 
 
 

鎖
鑰
（
サ
ヤ
ク
）・
餌
（
ヱ
バ
） 

 

［
表
記
上
の
特
徴
］ 

① 

現
代
と
は
違
う
漢
字
表
記 

 
 
 

◇
項
目
語 

紡
車
（
イ
ト
グ
ル
マ
）・
金
＋
奄
（
カ
ナ
ヅ
チ
）・
招
牌
（
カ
ン

バ
ン
）
・
荷
包
（
キ
ン
チ
ヤ
ク
）
・
千
釣
（
ク
ギ
ヌ
キ
）
・
炭
斗

（
ス
ミ
ト
リ
）・
擂
盆
（
ス
リ
バ
チ
）・
拂
塵
子
（
チ
リ
ハ
ラ
ヒ
）・

土
豚
（
ド
へ
ウ
）・
乂
＋
、
手
（
ニ
ク
サ
シ
）・
棝
（
ネ
ズ
ミ
ト

リ
）・
簷
帷
（
ノ
レ
ン
）・
燧
具
（
ヒ
ウ
チ
ダ
ウ
グ
）・
鈷
鉧
（
ヒ

ノ
シ
）
・
火
鉗
（
ヒ
バ
シ
）
・
火
爈
（
ヒ
バ
チ
）
・
吹
火
筒
（
ヒ

フ
キ
ダ
ケ
）
・
巾
＋
巴
（
フ
ク
サ
）
・
肉
几
（
マ
ナ
イ
タ
）
・
秒

把
（
マ
ン
ガ
）・
水
瓶
（
ミ
ヅ
ガ
メ
）・
提
罾
（
ヨ
ツ
デ
ア
ミ
）
・

薑
擦
（
ワ
サ
ビ
ヲ
ロ
シ
） 

 
 
 

◇
語
釈
文
の
用
語 

銅
線
（
ア
カ
ガ
ネ
ハ
リ
ガ
ネ
）・
明
窗
（
ア
カ
リ
マ
ド
）・
糸
端

（
イ
ト
サ
キ
）・
鏡
架
（
カ
ガ
ミ
タ
テ
）・
帛
類
（
キ
ヌ
ル
イ
）
・

鉛
字
（
ク
ワ
ツ
ジ
）・
國
疆
（
コ
ク
ケ
ウ
）・
物
價
（
サ
ウ
バ
）
・

軸
木
（
シ
ン
ギ
）・
擂
木
（
ス
リ
コ
ギ
）・
精
好
（
セ
イ
ガ
ウ
）
・

鉄
線
（
テ
ツ
ハ
リ
ガ
ネ
）・
鉄
車
＋
几
（
テ
ツ
ミ
チ
）・
屈
膝
（
テ
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フ
ツ
ガ
ヒ
）
・
田
圃
（
デ
ン
ハ
タ
）
・
酒
壜
（
ト
ク
リ
）
・
把
子

（
ト
ツ
テ
）・
把
手
（
ト
ツ
テ
）・
金
＋
目
＋
止
鉄
（
ハ
ガ
ネ
）
・

繁
花
（
ハ
ン
ク
ワ
）・
焼
火
場
（
ヒ
タ
キ
バ
）・
蒔
画
（
マ
キ
ヱ
）・

明
了
（
＝
明
瞭
）・
綿
絮
（
ワ
タ
バ
ナ
） 

② 

現
代
と
は
違
う
読
み 

 
 
 

〔
音
訓
の
組
み
合
わ
せ
が
違
う
］ 

 
 
 

◇
語
釈
文
の
用
語 

鉄
管
（
テ
ツ
ク
ダ
）・
墓
所
（
ハ
カ
シ
ヨ
）・
両
輪
（
リ
ヤ
ウ
ワ
） 

 
 
 

〔
音
が
違
う
〕 

 
 
 

◇
語
釈
文
の
用
語 

 
 
 
 
 

便
宜
（
ビ
ン
ギ
）・
煉
化
（
レ
ン
グ
ワ
） 

 
 
 

〔
訓
が
違
う
〕 

 
 
 

◇
語
釈
文
の
用
語 

 
 
 
 
 

束
ね
（
ツ
ガ
ね
） 

 
 
 

〔
清
濁
が
違
う
〕 

 
 
 

◇
語
釈
文
の
用
語 

 
 
 
 
 

案
山
子
（
カ
ガ
シ
） 

 
 
 

〔
長
音
（
無
表
記
か
？
）〕 

 
 
 

◇
項
目
語 

 
 
 
 
 

行
李
（
コ
リ
）
・
投
網
（
ト
ウ
ア
ミ
） 

 
 
 

◇
語
釈
文
の
用
語 

 
 
 
 
 

籐
（
ト
） 

③ 

ゆ
れ
（
清
濁
・
音
訓
） 

◇
語
釈
文
の
用
語 

金
類
（
カ
ナ
ル
イ
・
カ
ネ
ル
イ
）
・
鎮
鍮
（
シ
ン
チ
ユ
・
シ
ン

チ
ウ
）・
両
端
（
レ
ウ
ハ
シ
・
リ
ヤ
ウ
ハ
シ
）・
両
側
（
レ
ウ
ハ

シ
） 

④ 

熟
字
訓 

 

◇
項
目
語 

喬
杵
（
イ
ネ
カ
ケ
）・
夾
帒
（
カ
ミ
イ
レ
）・
揪
笊
（
ク
マ
デ
）
・

煙
突
（
ケ
ム
リ
ダ
シ
）・
羮
匙
（
サ
ジ
）・
毛
褥
（
シ
キ
モ
ノ
）
・

墨
斗
（
ス
ミ
ツ
ボ
）
・
酒
鑽
（
セ
ン
ヌ
キ
）
・
紡
錘
（
ツ
ム
）
・

風
扇
車
（
ト
ウ
ミ
）・
龍
骨
車
（
フ
ミ
グ
ル
マ
）・
水
滴
（
ミ
ズ

イ
レ
）・
攪
車
（
ワ
タ
ク
リ
） 

 

◇
語
釈
文
の
用
語 

開
閉
（
ア
ケ
タ
テ
）・
温
暖
（
ア
タ
カ
）・
前
後
（
ア
ト
サ
キ
）
・

際
（
ア
ハ
ヒ
）
・
数
多
（
ア
マ
タ
）
・
雨
滴
（
ア
マ
ダ
レ
）
・
一

階
（
イ
チ
ダ
ン
）・
室
内
（
イ
へ
ノ
ウ
チ
）・
百
般
（
イ
ロ
イ
ロ
）・

種
々
（
イ
ロ
イ
ロ
）・
後
方
（
ウ
シ
ロ
）・
内
部
（
ウ
チ
ガ
ハ
）
・

映
写
し
（
ウ
ツ
し
）・
物
器
（
ウ
ツ
ワ
）・
上
面
（
ウ
ハ
ツ
ラ
）
・

表
面
（
オ
モ
テ
）
・
冶
工
（
カ
ジ
ヤ
）
・
堅
質
（
カ
タ
キ
）
・
紙

片
（
カ
ミ
キ
レ
）・
金
類
（
カ
ナ
モ
ノ
）・
関
捩
子
（
カ
ラ
ウ
ス

ザ
ホ
）・
機
関
（
カ
ラ
ク
リ
）・
軋
轢
（
キ
シ
）
り
て
・
蚕
（
キ

ヌ
）・
削
刀
（
キ
レ
モ
ノ
）・
塞
子
（
ク
チ
）・
頸
部
（
ク
ビ
）
・

黒
線
（
ク
ロ
ス
チ
）
・
毛
髪
（
ケ
）
・
細
微
（
ゴ
ク
コ
マ
カ
）
・

事
由
（
コ
ト
ガ
ラ
）
・
児
童
（
コ
ド
モ
）
・
粉
末
（
コ
ナ
）
・
穢

物
（
ゴ
ミ
）
・
塵
汚
物
（
ゴ
ミ
）
・
尖
頭
（
サ
キ
）
・
装
置
（
シ

カ
ケ
）
・
石
灰
（
シ
ッ
ク
イ
）
・
標
点
（
シ
ル
シ
）
・
細
切
（
ス
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サ
）・
墨
水
（
ス
ミ
）・
刷
行
（
ス
リ
ダ
）
し
・
外
面
（
ソ
ト
ガ

ハ
）・
外
囲
（
ソ
ト
マ
ワ
リ
）・
焼
（
タ
）
き
・
竹
輪
（
タ
ガ
）
・

裁
縫
（
タ
チ
ヌ
ヒ
）・
経
糸
（
タ
テ
イ
ト
）・
経
緯
（
タ
テ
ヨ
コ
）・

胸
壁
（
タ
マ
ヨ
ケ
）・
塵
汚
（
チ
リ
）・
製
（
ツ
ク
）
り
・
泥
土

（
ツ
チ
）・
通
常
（
ナ
ミ
）・
庭
砌
（
ニ
ハ
）・
並
行
（
ニ
ホ
ン
）
・

緯
糸
（
ヌ
キ
イ
ト
）
・
螺
旋
（
ネ
ジ
）
・
寝
処
（
ネ
マ
）
・
昇
降

（
ノ
ボ
リ
ヲ
リ
）・
乗
客
（
ノ
リ
テ
）・
機
架
（
ハ
タ
）・
橋
梁
（
ハ

シ
）
・
銅
線
（
ハ
リ
カ
ネ
）
・
線
（
ハ
リ
ガ
ネ
）
・
光
線
（
ヒ
カ

リ
）
・
廣
告
（
ヒ
ロ
メ
）
・
紙
障
（
フ
ス
マ
）
・
二
種
（
フ
タ
イ

ロ
）
・
布
告
（
フ
レ
）
・
火
綿
（
ホ
ク
チ
ワ
タ
）
・
瞬
間
（
マ
タ

タ
ク
ヒ
マ
）
・
直
角
（
マ
ツ
カ
ク
）
・
平
直
（
マ
ツ
ス
グ
）
・
前

面
（
マ
ヘ
）
・
符
（
マ
モ
リ
）
・
圓
径
（
マ
ル
）
・
周
辺
（
マ
ワ

リ
）
・
道
路
（
ミ
チ
）
・
水
銀
（
ミ
ヅ
カ
ネ
）
・
流
液
物
（
ミ
ヅ

モ
ノ
）・
胸
部
（
ム
ネ
）・
標
準
（
メ
ア
テ
）・
目
標
（
メ
ア
テ
）
・

目
標
（
メ
ジ
ル
シ
）
・
鏡
（
メ
ガ
ネ
）
・
花
紋
（
モ
ヤ
ウ
）
・
陶

器
（
ヤ
キ
モ
ノ
）・
柔
質
（
ヤ
ハ
ラ
カ
）・
柔
毛
（
ヤ
ハ
ラ
カ
キ

ケ
）
・
木
構
（
ワ
ク
）
・
温
袍
（
ワ
タ
イ
レ
）
・
活
発
し
（
ヲ
コ

し
）
・
曲
折
（
ヲ
リ
マ
ガ
リ
） 

⑤ 

文
選
読
み 

 
 
 

◇
語
釈
文
の
用
語 

 
 

 
 

 

軋
摩
し
（
ウ
チ
ア
ハ
し
）
・
密
接
し
（
ク
ツ
ツ
ケ
）
・
乾
縮
せ

ぬ
（
チ
グ
マ
せ
ぬ
）・
迅
速
（
ハ
ヤ
キ
）
な
る
こ
と
・
混
和
す

る
（
マ
ゼ
ル
）・
平
直
（
マ
ツ
ス
グ
）
な
る
・
粉
砕
す
る
（
フ

ン
サ
イ
す
る
／
コ
ナ
ス
）
・
活
発
し
（
ヲ
コ
し
） 

四 

ま
と
め 

前
稿
と
比
べ
、
捨
て
仮
名
の
用
例
が
拾
え
な
か
っ
た
。 

ま
た
、
熟
字
訓
に
挙
げ
た
用
例
の
う
ち
、
漢
字
の
訓
読
み
を
重
ね
た
と

目
さ
れ
る
も
の
が
若
干
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
昨
今
、
日
本
語
教

育
分
野
を
中
心
に
注
目
さ
れ
て
い
る
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
例
（
漢
語
の
和
語
へ
の
言
い
換
え
）
が
豊
富
に
見
い
だ
せ
る
。
ま
さ

に
温
故
知
新
で
あ
る
。 

 五 

お
わ
り
に
―
―
今
後
の
課
題
―
― 

同
種
の
資
料
を
重
ね
合
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料

の
性
格
付
け
が
進
ん
だ
。
そ
れ
と
と
も
に
、
ど
の
資
料
に
も
共
通
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
語
彙
の
絞
込
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
当
時
、「
通
常
物
」
と
目
さ
れ
た
も
の
の
基
本
語
彙
で
あ
る
。 

本
稿
執
筆
中
に
、
前
稿
で
予
告
し
た
資
料
（
『
通
常
物
必
要
図
解
』
（
明

治
一
〇
年
）
）
以
外
に
、『
博
物
圖
諺
解
』（
明
治
九
年
）
を
閲
覧
し
た
。「
通

常
物
」
と
よ
く
似
た
編
集
が
な
さ
れ
て
お
り
、
対
象
分
野
に
相
違
は
あ
る

も
の
の
、
類
書
と
し
て
考
察
の
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。 

ま
た
、
特
徴
的
な
語
の
語
誌
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
析
を
重
ね

て
い
き
た
い
。 
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⑥ 
 

［
注
］ 

１ 

拙
稿
「《
翻
刻
・
索
引
》『
通
常
物
懸
圖
教
授
法
』（
明
治
一
一
年
）」『
上

田
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
三
九
（
二
〇
一
六
・
一
） 

２ 

拙
稿
「
『
通
常
物
図
解
便
覧
』
（
明
治
九
年
）
の
語
彙
と
そ
の
性
格
―

―
付
、
語
彙
索
引
」『
学
海
』
一
八
（
上
田
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文

学
会
二
〇
〇
二
・
三
） 

拙
稿
「『
通
常
物
図
解
問
答
』（
明
治
一
〇
年
）
の
語
彙
と
そ
の
性
格
―

―
付 

語
彙
索
引
―
―
」『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
六
（
二
〇

一
三
・
一
） 

               

 

 




